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概要

実際には正常に機能しているハードウェアを交換することで、貴重な時間とリソースが無駄にな
ることがよくあります。このドキュメントは、Cisco 7200 シリーズ ルータに関する潜在的なハー
ドウェアの問題をトラブルシュートする際に役立ちます。また、ルータに現れるエラーの種類に
応じて、ハードウェア障害の原因になっている可能性のあるコンポーネントを特定する場合にも
役立ちます。

注：このドキュメントは、ハードウェアの問題と誤認されやすい問題を除き、ソフトウェア関連
の障害は取り上げていません。

前提条件



背景

Cisco 7200 シリーズ ルータには、一つの Network Processor Engine（NPE; ネットワーク プロセ
ッサ エンジン）または Network Services Engine（NSE; ネットワーク サービス エンジン）と、
入出力（I/O）コントローラ カードが搭載されており、7206/7206VXR シャーシに最大 6 つの
Port Adapter（PA; ポート アダプタ）を装備できます。

Cisco 7200 シリーズ ルータのアーキテクチャについての詳細は、『Cisco 7200 シリーズ ルータ
のアーキテクチャ』を参照してください。

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

Cisco 7200 シリーズ ルータに関するドキュメント●

Cisco 7200ポートアダプタに関するドキュメント●

トラブルシューティング：ルータのクラッシュ●

7200 シリーズ ルータの Field Notice●

使用するコンポーネント

この文書の情報は、特定の Cisco IOS(R) ソフトウェア リリースに固有のものではなく、7200 シ
リーズ ルータで動作するすべての Cisco IOS ソフトウェア バージョンに適用されます。

この文書は、標準シャーシおよび VXR シャーシの 7200 シリーズ ルータ（7202、
7204/7204VXR、7206/7206VXR を含む）に関するトラブルシューティングを取り扱っています
。

uBR7200 シリーズ プラットフォームに関するハードウェアのトラブルシューティングについて
は、『Cisco uBR72xx/uBR7246 VXR ユニバーサル ブロードバンド ルータのハードウェア トラ
ブルシューティング』を参照してください。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的
な影響について確実に理解しておく必要があります。

ハードウェアとソフトウェアの互換性およびメモリ要件

新しいカードやモジュールを取り付けたり、Cisco IOS ソフトウェア イメージをインストールす
る場合には、ルータに十分なメモリがあることや、そのハードウェアやソフトウェアと使用する
機能との間に互換性があることを確認する必要があります。

ハードウェアとソフトウェアの互換性やメモリの要件についてチェックするには、次の推奨手順
を実行してください。

Software Advisor ツール（登録済みのお客様専用）を使用して、ご使用中のネットワーク デ
バイス用のソフトウェアを選択します。ヒント：「機能に対するソフトウェアのサポート」
（登録ユーザ専用）のセクションでは、実装する機能のタイプを選ぶことで、必要な Cisco
IOS ソフトウェア イメージを判別できます。

1.
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Cisco IOS ソフトウェアまたは Cisco IOS ソフトウェア イメージのダウンロードに必要な最
低限のメモリ量（RAM およびフラッシュ）をチェックするには、ダウンロード（登録ユー
ザ専用）を使用してください。ルータ装備のメモリ量（RAM およびフラッシュ）を判別す
るには、『メモリ要件』を参照してください。ヒント：ルータ上で現在稼働しているバージ
ョンと同じ機能を維持する必要があるものの、使用している機能セットが分からない場合は
、ルータ上で show version コマンドを入力し、これをアウトプットインタープリタ（登録
ユーザ専用）ツールにペーストして確認してください。特に最新のソフトウェア機能を使用
しようとする場合は、機能サポートについて確認することが重要です。Cisco IOS ソフトウ
ェア イメージを新しいバージョンまたは機能セットにアップグレードする必要がある場合
、詳細は、『Cisco IOS ソフトウェア リリースの選択方法』を参照してください。

2.

Cisco IOS ソフトウェアのアップグレードが必要と判断された場合には、Cisco 7200 シリー
ズ ルータに関する『ソフトウェア インストールおよびアップグレード手順』に従ってくだ
さい。

3.

ブートイメージのアップグレード

Cisco 7200 シリーズ ルータの新旧モデル上でのブート イメージ アップグレードについての詳細
は、『オーバーサイズの Cisco 7200/uBR 7200 ブート イメージ』を参照してください。

エラー メッセージ

エラー メッセージ デコーダ（登録ユーザ専用）ツールを使用すると、エラー メッセージの意味
を確認できます。エラー メッセージは通常、次の形式でシスコ製品のコンソールに表示されます
。

%XXX-n-YYYY : [text]

次にエラー メッセージの例を示します。

Router# %SYS-2-MALLOCFAIL: Memory allocation of [dec] bytes failed from [hex], pool [chars],

alignment [dec]

エラー メッセージには、単なる通知もあれば、ハードウェアやソフトウェアの障害を示していて
対処する必要のあるものもあります。エラーメッセージ デコーダ（登録ユーザ専用）ツールでは
、メッセージの説明、推奨処置（必要な場合）、およびエラー メッセージに関する詳細なトラブ
ルシューティング情報を提供するドキュメント（利用可能な場合）へのリンクが提供されます。

表記法

ドキュメント表記の詳細は、『シスコ テクニカル ティップスの表記法』を参照してください。

問題の特定

原因を特定するための最初のステップは、その問題について可能な限り多くの情報を収集するこ
とです。問題の原因を特定する上で不可欠な情報には、次のようなものがあります。

Crashinfo ファイル：ルータがクラッシュすると、ファイルがI/Oコントローラのブートフラ
ッシュに保存されます。そのファイルには、クラッシュの発生原因に関する詳細な情報が含
まれています。詳細は、『Crashinfo ファイルからの情報の取得』を参照してください。

●
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コンソール ログと syslog 情報：複数の現象が発生している場合、その原因となる問題を特定
する上で、この情報は非常に重要です。コンソールのログを表示するためにご使用のコンピ
ュータを設定する方法の詳細は、『コンソール接続用ターミナル エミュレータの正しい設定
』を参照してください。syslog サーバにログを送信するようにルータを設定していれば、発
生している問題に関する情報を確認できます。詳細は、『syslog に関する Cisco デバイスの
設定方法』を参照してください。一般的には、logging enabled を設定して、ルータのコンソ
ール ポートに直接接続するのが最もよい方法です。

●

show technical-support：show technical-support コマンドは、show version、show running-
config、および show stacks などの複数のコマンドを 1 つにまとめたものです。Cisco 7200
で問題が発生したときは、通常、この情報の提供を Cisco Technical Assistance
Center（TAC）から求められます。ルータのリロードまたは電源のオフ/オンを行ってしまう
と、問題に関する情報がすべて失われてしまうため、show technical-support は必ずリロード
または電源のオフ/オンを行う前に実行して取得してください。

●

完全なブート シーケンス（ルータでブート エラーが発生している場合）●

ご使用の Cisco デバイスの、show コマンドの出力データがあれば、  表示します。使用 登録ユー
ザとしてログインし、JavaScriptを有効にしている必要があります。

登録

一般的な問題

実際にはハードウェアの問題ではないにもかかわらず、ハードウェアの問題と誤解されることが
ある問題がいくつかあります。たとえば、新しいハードウェアのインストール後に起こった障害
は、必ずしもハードウェアの問題とは限りません。また、ルータが応答を停止する、あるいは「
ハング」することもその例の 1 つです。

次の表に、誤解を招きやすい問題についての症状、説明、およびトラブルシューティング ステッ
プを示します。

症状 説明

ルータが
ハングす
る

ルータでルータ ハングが発生する場合があり
ます。ハングとは、ルータが特定の箇所まで
ブートした後、コマンドやキーストロークを
いっさい受け付けなくなった状態を指します
。つまり、コンソール画面が特定の箇所で停
止します。ハングは必ずしもハードウェアに
問題があるわけではなく、多くの場合ソフト
ウェアに問題があります。ご使用のルータで
ルータ ハングが発生している場合、『トラブ
ルシューティング：ルータがハングする場合
』がこの問題のトラブルシューティングに役
立ちます。

Port
Adapter
（PA; ポ
ート ア
ダプタ
）が認識
されず、
コンソー

ブート イメージは、SA-ISA または SA-VAM
などの暗号化エンジンをサポートしません。
いずれかの暗号化エンジンがシャーシに挿入
されている場合、「Undefined Port Adapter」
メッセージが起動時に表示され、メインの暗
号化 Cisco IOS ソフトウェア イメージがロー
ドされている場合にだけ、カードが検出され
ます。それに加えて、ブートの処理速度が 1
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ルに次の
ようなメ
ッセージ
が表示さ
れる。
%PA-2-

UNDEFPA:

Undefined

Port

Adapter

type 106

in bay 2

～ 2 分遅くなります。これは予想される動作
であり、ルータの操作には影響ありません。

Bad CPU
ID エラー
メッセー
ジ

Bad CPU ID エラー メッセージは、通常
Cisco IOS ソフトウェア（通常、ブート イメ
ージ）が NPE-300/NPE-400 または VXR シャ
ーシを認識できないために発生します。この
問題については、『「Bad CPU ID」メッセー
ジの原因』を参照してください。この問題は
、Cisco IOS ソフトウェアまたはブート イメ
ージを、認識されないハードウェアを、サポ
ートしているバージョンにアップグレードす
れば解決します。

CPU 使
用率が非
常に高い

この症状については、ハードウェアの問題が
原因である場合もありますが、それ以上に、
ルータの設定に誤りがあるか、またはネット
ワーク上の何かが問題を引き起こしている可
能性が高いです。この症状をトラブルシュー
ティングするには、『Cisco ルータの CPU 使
用率が高い場合のトラブルシューティング』
が参考になります。

メモリ割
り当てエ
ラー
：SYS-2-
MALLOC
FAIL

ハードウェアの問題が原因でメモリ割り当て
エラーが起こることはほとんどありません。
メモリ割り当てエラーに関するトラブルシュ
ーティングのヒントは、『トラブルシューテ
ィング：メモリの問題』に記載されています
。

ルータの
クラッシ
ュ

クラッシュの原因は、必ずしもハードウェア
の不良とは限りません。クラッシュの原因が
ソフトウェアにあるかどうかを判断するには
、『トラブルシューティング：ルータのクラ
ッシュ』が役立ちます。

%PLATF
ORM-3-
PACONF
IG およ
び
%C7200-
3-
PACONF
IG エラ
ー メッ
セージ

これらのエラー メッセージは、多くの場合、
誤ったポート アダプタの設定が原因です。「
%PLATFORM-3-PACONFIG」および「
%C7200-3-PACONFIG」エラーメッセージの
原因参照してください。

%SYS-3- この文書は、%SYS-3-CPUHOG エラー メッ
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CPUHO
G メッセ
ージの原
因

セージの原因と、そのトラブルシューティン
グ方法について説明しています。

バッファ
リーク

バッファ リークは、Cisco IOS ソフトウェア
の不具合です。バッファリークには2種類あり
ます:固定インターフェイス バッファリークと
システム バッファリークの 2 種類があります
。show interfaces および show buffers コマン
ドは、発生しているバッファ リークの種類を
判別するのに役立ちます。詳細は、『バッフ
ァ リークのトラブルシューティング』を参照
してください。

バス エ
ラー ク
ラッシュ
およびバ
ス エラ
ー例外
System

restarted

by bus

error at

PC

0x30EE546

, address

0xBB4C4

または
** System

received

a Bus

Error

exception

**

プロセッサから、メモリ上に存在しない位置
（ソフトウェアのエラー）または正しく応答
できない位置（ハードウェアの問題）へのア
クセスが行われると、バス エラーが発生しま
す。 この問題に関する詳細は、『バス エラー
クラッシュに関するトラブルシューティング
』を参照してください。

SegV 例
外
System

restarted

by error

-

a SegV

exception

または
** System

received

a SegV

exception

**

この問題についての詳細は、『SegV 例外』
を参照してください。

エラーに
よるシス
テム再起
動
Software-

forced

crash

または
** System

ルータによって深刻で修復不可能なエラーが
検出されると、ソフトウェアによる強制クラ
ッシュが発生し、破損したデータの送信を防
止するためにリロードが実行されます。この
問題に関する詳細は、『ソフトウェア強制ク
ラッシュについて』を参照してください。
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received

a

Software

forced

crash **

%ERR-
1GT6412
0
(PCI0)：
重大エラ
ー、メモ
リ パリ
ティ エ
ラー

任意の読み取りまたは書き込み操作時に不良
パリティを伴なうデータがあれば、
C7200/NPE ルータ上の複数のパリティ チェ
ック デバイスによってそのデータが報告され
ます。詳細は、『Cisco 7200 のパリティ エラ
ーのフォールト ツリー』を参照してください
。

%RSP-3-
RESTAR
T:interfac
e [xxx],
output
stuck/froz
en/not
transmitti
ng
Message
s

詳細は、「%RSP-3-RESTART:interface [xxx],
output stuck/frozen/not transmitting メッセー
ジの原因についてこのタイプのエラーメッセ
ージのトラブルシューティングを行います。

Online
Insertion
and
Removal
（OIR;
ホットス
ワップ）

詳細は、『Cisco ルータでのホットスワップ
（OIR）サポート』を参照してください。

トラブルシューティング手順

パリティ エラー

これは最も一般的なエラーの 1 つであり、多くの場合誤って解釈されるタイプのエラーです。適
切なトラブルシューティングが実行されない場合、不必要なダウンタイムの原因となる場合があ
ります。

このセクションの目的は、Cisco IOS で検出可能なパリティ エラーの形式を説明することです。
また、「ハード パリティ エラー」（障害のあるハードウェアまたは破損したハードウェアが原因
で再発するエラー）、および「ソフト パリティ エラー」（障害のあるハードウェアまたは破損し
たハードウェアが原因ではない、DRAM セル内で管理する一時的な変化）の解読または診断方法
も説明しています。 ハードウェアの交換が解決とはならない、「ソフト パリティ エラー」によ
る現場からの返品が多く見受けられます。

推奨処置

パリティ エラーが初めて発生する場合、「ソフト パリティ エラー」なのか「ハード パリティ エ
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ラー」なのかを見分けることは不可能です。 過去の事例からすると、ほとんどのパリティ エラー
はソフト パリティ エラーで、通常は再発しない可能性があります。最近、何らかのハードウェア
変更、またはシャーシの移動を行っている場合には、問題が発生した部品（DRAM、SRAM、
NPE、ＰＡ）を挿し直してみてください｡ 複数のパリティ エラーが頻発する場合は、ハードウェ
アに障害があることを意味します。後述のトラブルシューティングの手順を使用して、問題が発
生した部品（DRAM、PA、VIP、またはマザーボード）を交換する必要があります。

効果的なトラブルシューティングのための Cisco 7200 シリーズのアーキテクチャの説明

このプラットフォームの概要については、『Cisco 7200 シリーズ ルータのアーキテクチャ』を参
照してください。

Cisco 7200 シリーズでは、NPE 上で DRAM、SDRAM、および SRAM メモリが使用され、その
組み合わせ NPE のモデルによってさまざまです。

PCIバス:Cisco 7200には3つのPCIデータバスがあります。PCI 0、PCI 1、およびPCI 2。PCI
1およびPCI 2は、NPEからミッドプレーンまで拡張され、メディアインターフェイス（ポー
トアダプタ）とNPE上のCPUおよびメモリを相互接続します。PCI 0 は独立しており、I/O コ
ントローラ上のメディア インターフェイスおよび PCMCIA を、NPE 上の CPU およびメモ
リに接続するために使用されます。PCI 0、PCI 1、および PCI 2 では、25 MHz の動作でそ
れぞれ最大 800 Mbps の帯域幅が提供されます。

●

I/Oコントローラ：コンソール接続、補助接続、NVRAM、ブートROM、ブートフラッシュ、
および内蔵インターフェイスコントローラ（イーサネットまたはファストイーサネットイン
ターフェイス）を提供します。 I/O コントローラでは、PCI バス 0 を介して PCMCIA カード
スロット内のフラッシュ メモリ カードへのアクセスも提供されます。

●

I/Oバス:I/Oコントローラ上の非PCIコンポーネント（コンソールポート、AUXポート、
NVRAM、ブートROM、およびブートフラッシュ）をCPUとNPEに相互接続します。

●

リロードを引き起こす可能性があるパリティ エラーのさまざまな原因とパリティ エラーの報告の
説明

DRAM パリティ エラー（一時的な障害（アルファ粒子）またはハード障害）●

SRAM パリティ エラー（一時的な障害またはハード障害）●

プロセッサ内部キャッシュ パリティ例外（命令キャッシュまたはデータ キャッシュ）●

インターフェイス プロセッサによる MEMD（SRAM）への不良パリティの書き込み●

バス パリティ エラー（CMD、アドレス、またはバス トランザクションのデータ部分でのエ
ラー）

●

製造上の欠陥（はんだ付け不良、不良トレース、コールドはんだ接続など）●

さまざまなパリティ エラー メッセージを識別する際の、トラブルシューティングを行い、Cisco
7200 の問題のある部分やコンポーネントを特定する手順を見るには、『Cisco 7200 のパリティ
エラーのフォールト ツリー』を参照してください。

パリティ エラーの最も一般的な報告の説明

パリティ エラー報告についての詳細は、『プロセッサ メモリ パリティ エラー（PMPE）』を参
照してください。

エラーが発生した部分を特定する方法の 1 つは、コンソール ログおよび show version コマンド
出力の「restart reason」を確認することです。
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DRAM でのパリティ エラー

クラッシュ後に手動でルータをリロードしていなければ、show version 出力は次のように表示さ
れます。

System restarted by processor memory parity error at PC 0x601799C4, address 0x0

System image file is "flash:c4500-inr-mz.111-14.bin", booted via flash

ご使用の Cisco デバイスの、show コマンドの出力データがあれば、  表示します。使用 登録ユー
ザとしてログインし、JavaScriptを有効にしている必要があります。

登録ユーザとしてログインしており、JavaScript を有効にしている必要があります。

crashinfo ファイルがある場合や、コンソール ログをキャプチャしている場合は、次のような出
力も得られます。

 *** Cache Error Exception ***

Cache Err Reg = 0xa0255c61

data reference, primary cache, data field error , error on SysAD Bus

PC = 0xbfc0edc0, Cause = 0xb800, Status Reg = 0x34408007

DRAM でパリティ エラーが繰り返し発生する場合は、DRAM またはシャーシに障害があります
。最近シャーシを移動したか、ハードウェア構成を変更したのであれば、DRAM チップを差し直
すことで問題が解決することがあります。そうでない場合は、まず DRAM を交換します。これに
より、パリティ エラーの発生を防止できます。ルータのクラッシュが続く場合には、このセクシ
ョンの情報をすべて試み、Cisco TAC を参照した上で、シャーシを交換します。

SRAM でのパリティ エラー

クラッシュが発生した後に手動でルータをリロードしていなければ、show version の出力は次の
ようになります。

System  restarted by shared memory parity error at PC 0x60130F40

System image file is "flash:c4500-inr-mz.111-14.bin", booted via flash

crashinfo ファイルがある場合や、コンソール ログをキャプチャしている場合は、次のような出
力も得られます。

*** Shared Memory Parity Error ***

shared memory control register= 0xffe3

error(s) reported for: CPU on byte(s): 0/1

または

%PAR-1-FATAL: Shared memory parity error

shared memory status register= 0xFFEF

error(s) reported for: CPU on byte(s): 0/1 2/3

または

*** Shared Memory Parity Error ***

shared memory control register= 0xffdf

error(s) reported for: NIM1 on byte(s): 0/1  2/3

注：エラーがCPUで報告された場合は、SRAMを交換してください。NIM（x）のエラーが報告さ
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れる場合は、スロット（x）のネットワーク モジュールを交換します。 スロット（x）に割り当て
られている SRAM にも影響が出ている可能性があるため、SRAM を交換する必要があることも
あります。たいていの場合､SRAM で繰り返し発生するパリティ エラーは、SRAM チップに欠陥
があるか、SRAM に不正なパリティを書きこんだネットワーク モジュールに欠陥がある可能性が
高いことを示しています。最近シャーシを移動したか、ハードウェア構成を変更したのであれば
、ネットワーク モジュールと SRAM チップを挿し直せば問題が解決することがあります。また
は、コンソール ログでエラーが報告されているところ（上記出力例を参照）をチェックしてくだ
さい。

詳細は、次のリンクを参照してください。

パリティ エラーの識別●

ソフト（一時的）パリティ エラーとハード（ハードウェア関連）パリティ エラー●

問題の特定●

%IP-3-LOOPPAK:ループパケットが検出され、ドロップされる

%IP-3-LOOPPAK:Looping packet detected and droppedは、検出されたループパケットのために受信さ
れます。一般的な原因は、IP ヘルパー アドレスの設定ミスです。ヘルパー アドレスは、目的の
サービスのサーバと同じアドレスである必要があります。ヘルパー アドレスにルータのアドレス
を設定すると、ルーティングのループが発生します。

推奨処置は、ループしているパケットの発信元と宛先のアドレスを調べ、ルータの IP ヘルパー
アドレスの設定が正しいデバイスを指していて、ローカルのルータ自体を指していないことを確
認することです。

バス エラー例外によるシステムの再起動

プロセッサから、メモリ上に存在しない位置（ソフトウェアのエラー）または正しく応答できな
い位置（ハードウェアの問題）へのアクセスが行われると、バス エラーが発生します。ルータの
電源のオフ/オンや、手動でのリロードを行っていなければ、ルータの show version コマンドの
出力から、バス エラーを特定できます。

この問題は、ハードウェアまたはソフトウェアに関連している可能性があります。そのようなエ
ラー メッセージの例を次に示します。

*** System received a Bus Error exception ***

signal= 0xa, code= 0x18, context= 0x6206b820

PC = 0x606e356c, Cause = 0x6020, Status Reg = 0x3400800

これに続き、ルータのリロードが発生します。ただし、場合によっては、ルータはクラッシュと
リロードのループ状態となり、このループを抜け出すために手動の介入が必要となります。詳細
は、『トラブルシューティング：バス エラー クラッシュ』の「バス エラー例外によるブート時
のループのトラブルシューティング方法」を参照してください。

次のステップを実行して、ハードウェア関連の問題かどうかを調べます。

ルータの電源を落として、ユニットから PA を取りはずします。ルータの電源を投入し、問
題が引き続き発生するかを確認します。

1.

システムが正常にリロードできるようなら、ルータに 1 つずつ PA を取り付けて、正常にイ2.
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ンストールできているか（バスエラー例外が発生しないか）みてみます。
システムが正常にリロードせず、リブートし続けるか、Bus Error Exception メッセージが繰
り返し表示される場合は、エラーの根源を突きとめるためにさらに調査を進める必要があり
ます。I/O コントローラや NPE の内部に問題がある場合や、ソフトウェア エラーの場合が
考えられます。この問題についての詳細は、『トラブルシューティング：バス エラー クラ
ッシュ』を参照してください。

3.

継続的なリブート

Cisco 7200 シリーズ ルータの電源をオフ/オンしても、リブートが継続的に繰り返される場合は
、おそらくハードウェアになんらかの障害が発生しています。次のトラブルシューティングの手
順を実行してください。

NPEとI/Oコントローラカードを除くすべてのカードを取り外します。then power-cycle the
router.

1.

それでも動作しない場合は、ルータに有効なイメージが格納されているかを確認します。そ
のためには、ルータのコンソール ポートに直接接続する必要があります。ブートアップが
始まってから 60 秒以内にブレーク キーを送信すると、ROMmon モードになります。この
モードから『ROMmon 回復手順』の手順に従って、復旧を試みます。

2.

それでもルータがブートせず、なおかつルータに有効なイメージが格納されていることが確
認された場合は、おそらく NPE または I/O コントローラ カード（あるいはその両方）が故
障しています。ただし、故障箇所が NPE または NSE のメモリのみに限られている場合もあ
ります。この場合はメモリを交換します。

3.

それでもルータが動作しない場合は、I/O コントローラを交換します。4.
それでもルータが動作しない場合は、NPE または NSE を交換します。5.

NPE-G2 と NPE-G1 の違い

NP
E に
よる
違い

NPE-G2 NPE-G1 システム パフォーマン
スへの影響

バー
スト
サイ
ズ

バースト サイ
ズはプログラ
マブルではな
く、常にシス
テムのキャッ
シュ ラインの
サイズに依存

バースト
サイズは
MAC レジ
スタによ
ってプロ
グラマブ
ル

キャッシュ ラインの境
界を越えるパケットに
ついてはスループット
に違いが生じる場合あ
り（たとえば、32B の
キャッシュ ライン サ
イズの場合の
128/129B）

イン
タラ
プト
コア
レシ
ング

純粋にタイマ
ーの有効期限
に依存

タイマー
と送受信
したパケ
ットの数
の両方を
使用

低いレート（pps）の
場合には、余分な遅延
が発生する可能性があ
る（使用順）

出力
ポー
トの

再ペアレンテ
ィングとキュ
ーイング

再ペアレ
ンティン
グとキュ

IOS 動作、およびポー
トが飽和した後の
CPU への影響あり
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飽和 ーイング

キャ
ッシ
ュ
ライ
ン
サイ
ズ

キャッシュ ラ
イン サイズに
相当するデー
タを受信した
際に RX DMA
がシステムの
I/O メモリへ
のデータの移
動を開始

バースト
サイズに
よって制
御

キャッシュ ラインの境
界を越えるサイズのパ
ケットに対するスルー
プットが低下（キャッ
シュ ライン サイズの
n 倍 + 1）

割り
込み
レベ
ルの
処理

外部 I/O のた
め CPU コア
の速度の 1/10
まで（たとえ
ば、システム
バスの速度）

CPU コア
の速度
（非常に
高速）

割り込みレベルを大き
く変化させる機能
（IPS/FW など）でも
、2 倍のパフォーマン
スにはならない

ルータ ハングに関するトラブルシューティング

7200 シリーズ ルータで、ルータ ハングが発生する場合があります。ハングとは、ルータが特定
の箇所までブートした後、コマンドやキーストロークをいっさい受け付けなくなった状態を指し
ます。つまり、コンソール画面が特定の箇所で停止します。

ハングは必ずしもハードウェアに問題があるわけではなく、多くの場合ソフトウェアに問題があ
ります。ご使用のルータにルータ ハングが発生している場合、『トラブルシューティング：ルー
タがハングする場合』を参照してください。

帯域幅ポイントに関するトラブルシューティング

詳細は、『帯域幅および帯域ポイントの要件』を参照してください。

Cisco 7200シリーズルータは、このセクションに記載されているガイドラインを超えるポートア
ダプタ設定で使用できます。ただし、ルータの使用中に異常が発生するのを防ぐために(たとえば
、High CPU(Slooky performance))、このセクションのリンクに記載されているガイドラインと、
インストールしたハードウェアに基づいて、ルータに取り付けるポートアダプタの種類を制限す
ることを強く推奨します。

注：ご使用のポートアダプタの設定は、Cisco Technical Assistance Center(TAC)がCisco 7200シ
リーズルータで発生している異常のトラブルシューティングを行う前に、上記のガイドラインの
範囲内である必要があります。

技術的に言えば、7200 上で帯域ポイントを超えるべきではありません。これはバス キャパシテ
ィの問題ではなく、瞬間的なバス帯域幅およびメモリ遅延のよるものです。つまり、これは CPU
負荷の問題ではなく、バス帯域幅が問題となります。あるポイントにおいて（パケットのスルー
プットに関係なく）、すべてのポート アダプタにデータが存在するため、同時にすべてのポート
アダプタからメモリ要求を受けます。この場合、PCI バス コンテンションのため、オーバーラン
あるいは PCI バス タイムアウトが発生するより先にすべての PA を処理することは保証できませ
ん。

別の問題は、SRAM 割り当てへの影響です。SRAM のブロックは制限されており、最初の 3 つの
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ファースト インターフェイスに分割されているので、ご使用のファースト インターフェイスの 1
つは、DRAM メモリ プールを使用する必要があります。これは、このインターフェイスのメモリ
遅延を増大させ、オーバランが発生することがあります。（これは NPE-150 および NPE-200 だ
けに該当することに注意してください）。

ポート アダプタでは、シャーシおよび NPE または NSEから、さまざまなタイプのリソースが使
用されます。帯域幅によって、ポート アダプタのリソース要件が規定されます。帯域幅には、速
度、メモリ、CPU 要件、および PCI バス帯域幅などの変数が含まれています。長年にわたるネ
ットワーク処理エンジンのアーキテクチャの変更により、ポート アダプタの帯域幅要件を規定す
る 2 つの方法が開発されました。これらの方法は、表1-6の「帯域幅リソース要件」列および「帯
域幅ポイント」列に反映されます。ただし、これらの列の情報は、次の項の情報と一緒に検討す
る必要があります。

NPE-G1の帯域幅計算および構成の手順●

NPE-400、NPE-300、NSE-1の帯域幅計算および構成の手順●

NPE-225、NPE-200、NPE-175、NPE-150、および NPE-100の帯域幅計算および構成の手順●

ポートアダプタに関するトラブルシューティング

トラブル シューティング リソースのリストを次に示します。

ポート アダプタ ハードウェア コンフィギュレーション ガイドライン●

ポート アダプタ インストール要件●

ポート アダプタ仕様●

Cisco 7200 VXR ルータのポート アダプタ互換性●

ポートアダプタに関するトラブルシューティング●

シリアル インターフェイスのトラブルシューティング

シリアル インターフェイスのトラブルシューティングに使用する参照リストを示します。

T1 トラブルシューティング フローチャート●

シリアル回線問題のトラブルシューティング●

T1/56K 回線のループバック テスト●

TAC サービス リクエストをオープンする場合に収集する情報

交換が必要なコンポーネントが特定されたら、Cisco パ
ートナーまたは販売代理店に連絡して、問題の原因とな
っているハードウェア コンポーネントの交換を依頼して
ください。Cisco と直接サポート契約を結んでいる場合
は、TAC Service Request Tool を使用して（登録ユーザ
専用）TAC ケースをオープンし、ハードウェアの交換を
依頼してください。必ず次の情報を添付してください。

エラー メッセージが表示されたコンソール キャプチ
ャ

●

実施したトラブルシューティング ステップと各ステ
ップを実施した際のブート シーケンスを示すコンソ

●
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ールのキャプチャ
障害があったハードウェア コンポーネントとシャー
シのシリアル番号

●

トラブルシューティングのログ●

show technical-support コマンドによる出力●

関連情報

音声ゲートウェイ ハードウェア互換性マトリックス（Cisco 7200、7400、7500）●

パスワード復旧中の標準的なブレーク キー シーケンスの組み合わせ●

Crashinfo ファイルからの情報の取得●

Cisco 7500 での ROMmon 回復手順●

ルータ ハングに関するトラブルシューティング●

Bad CPU ID メッセージの原因●

Cisco ルータの CPU 使用率が高い場合のトラブルシューティング●

メモリの問題に関するトラブルシューティング●

トラブルシューティング：ルータのクラッシュ●

Cisco 7200 のパリティ エラーのフォールト ツリー●

コア ダンプの作成●

Cisco 7200 シリーズ ルータ サポート ページ●

NPE-100、NPE-150、および NPE-200 の概要●

NPE-175 および NPE-225 の概要●

NPE-300 および NPE-400 の概要●

テクニカル サポートとドキュメント – Cisco Systems●

//www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps341/products_tech_note09186a0080094fa0.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps133/products_tech_note09186a0080174a34.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps167/products_tech_note09186a00800a6743.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps359/products_tech_note09186a00800a750e.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps359/products_tech_note09186a0080106fd7.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps341/products_tech_note09186a00800a7317.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps133/products_tech_note09186a00800a70f2.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/sw/iosswrel/ps1831/products_tech_note09186a00800a6f3a.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/hw/iad/ps397/products_tech_note09186a00800b4447.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps341/products_tech_note09186a00800942e0.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/sw/iosswrel/ps1835/products_tech_note09186a00800c7d59.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps341/tsd_products_support_series_home.html?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/docs/routers/7200/install_and_upgrade/network_process_engine_install_config/4448o1.html?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/docs/routers/7200/install_and_upgrade/network_process_engine_install_config/4448o2.html?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/docs/routers/7200/install_and_upgrade/network_process_engine_install_config/4448o3.html?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/support/index.html?referring_site=bodynav

	Cisco 7200 シリーズ ルータのハードウェア トラブルシューティング
	内容
	概要
	前提条件
	背景
	要件
	使用するコンポーネント
	ハードウェアとソフトウェアの互換性およびメモリ要件
	ブートイメージのアップグレード
	エラー メッセージ
	表記法

	問題の特定
	一般的な問題
	トラブルシューティング手順
	パリティ エラー
	推奨処置
	効果的なトラブルシューティングのための Cisco 7200 シリーズのアーキテクチャの説明
	リロードを引き起こす可能性があるパリティ エラーのさまざまな原因とパリティ エラーの報告の説明
	パリティ エラーの最も一般的な報告の説明
	%IP-3-LOOPPAK:ループパケットが検出され、ドロップされる

	バス エラー例外によるシステムの再起動
	継続的なリブート
	NPE-G2 と NPE-G1 の違い

	ルータ ハングに関するトラブルシューティング
	帯域幅ポイントに関するトラブルシューティング
	ポートアダプタに関するトラブルシューティング
	シリアル インターフェイスのトラブルシューティング
	TAC サービス リクエストをオープンする場合に収集する情報
	関連情報


